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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修の案内が来ています。対象となっているスタッフは出席の打ち込みをお願いします。

　　　　日　時：12月16日（木）
　　　時　間：17：30～18：30
　　　場　所：メンタルケア病棟３階
　　　テーマ：「介護技術基礎（移乗介助・排泄介助）」
　　　対象者：介護初級
　　※動きやすい服装（ジャージ等）での参加お願い致します。
　　※12/15（水）までに看護課共有⇒グループ内研修出欠表
⇒介護技術基礎（移乗・排泄）12月に出欠入力をしてください。

日　時：12月16日（木）
　　　　時　間：17：30～18：30
　　　　場　所：病院2F会議室
　　　　テーマ：「薬物療法について」
　　　　対象者：介護中級・上級 
　　　※12/15（水）までに看護課共有⇒グループ内研修出欠表⇒薬物療法について
に出欠入力をお願いします。


・家族支援担当より～病院全体で患者様に年賀はがきを購入していただき、ご家族に年賀状を出す事になりました。書けない人については、担当スタッフがその都度介入してください。買い物カードがない患者様について、ご家族に連絡し了解を得てから、私物発注伝票で購入してください。

・措置処遇について～藤井崇史様について、主治医より入院形態は措置入院を継続との判断でした。来年３月の検討会で措置入院継続との判断になった時は、東病棟に移ることになります。伊藤義彦様ですが、措置入院解除の方向ですが、現在ご家族と連絡がつかない状態です。連絡が取れ次第、話しを進めていく事になっています。

・皮膚科診察以外で処方された軟膏については、軟膏のＢＯＸに入れるのではなく、服薬カートにて管理を行い対応していくようにしてください。

・12/30（木）納会があります。当日、日勤勤務の職員は参加してください。

・業務分担のバインダーにクリスマス会のクリスマスケーキのチェック表を挟んでいます。診察についたスタッフは、各主治医に確認をお願いします。

・実地指導がありますので、カルテチェックを進めていきましょう。

・お正月中に予測指示のもらい忘れがないようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・大橋　照子様～シンラック液１本処方となっています。引き続き、排便状況の観察を行い、排便がない時に服用してもってください。

・宮本　建蔵様～シンラック液１本処方となっています。引き続き、排便状況の観察・水分補給や運動を促していき、排便がない時には主治医の指示量を服用してもらってください。

・工藤　瑞穂様～11/30（火）15：00～12/1（水）15：00まで外泊希望が出ており、田名部Ｄｒより許可をもらっています。外泊許可が出た事をご家族へ連絡しています。

・江刺家　陽輝様～12/7（火）北村皮膚科への他科受診があります。付き添いをするスタッフは、受診や処置が必要なのかな等今後の治療方針について確認してください。

＜田名部Ｄｒ担当患者様ケース検討＞

・本田　英之様～主治医より、本人病識がなく入院は継続との事です。今後について、服薬調整を行い、落ち着いてきてからご家族を呼んで面談をしていきます。また、時期をみて母様を呼び、疾病教室を実施していく方向です。昨日、江刺家陽輝様と口論となる事があったので、他者とのトラブルに注意していきましょう。

・伊藤　義彦様～本日、喫煙室から出てきた際に突進歩行があり、口唇や手足に振戦が見られていました。本人より「２～３日禁煙してて久しぶりに吸った」と話されています。本人の様子や状態について観察していきましょう。

＜田名部Ｄｒ担当患者様診察状況＞

・佐々木　尚子様～「現在の病室では、本田様が部屋に侵入してきて逸脱行為を迫ってくる」と訴え、Ａユニットへの部屋移動を希望されています。本日、西Ａユニット５１号室へ移動となっています。また「ムコスタを飲んでると胃の調子がいい」と話しており、本日の夕～、ムコスタ錠(100)（消化性潰瘍用剤）７日分臨時処方となってます。

・本田　英之様～「薬は勘弁してください」「12月に三者面談をして退院する」など病識に欠けた発言が聞かれており、また「人権侵害だ」など主治医を挑発する訴えが多く、次第に興奮気味な様子伺えています。主治医より、薬をちゃんと服用出来ているか確認するようにとの事です。服薬をする際には、飲み込んだのと確認するようにしてください。

